
日時 令和８年２月９日（月）１１：００～

場所 白石市防災センター２階　大会議室

１ 白石市と株式会社アクティオとの「災害時におけるレンタル機材の

提供に関する協定」締結式

２ ２月定例会への提出議案について

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

白　石　市



 

白石市と株式会社アクティオとの「災害時におけるレン

タル機材の提供に関する協定」締結式について 

 

  

日 時：令和８年２月９日（月曜日）１１時から 

会 場：白石市防災センター２階 会議室 

 

 

１ 締結の趣旨 

 本協定は、株式会社アクティオ様からご提案をいただいたものであり、白石

市内に災害が発生し、または発生するおそれがある場合、および大規模な事故

等が発生した場合に、本市の要請に応じ、同社が保有するレンタル機材を優先

的に提供いただくことを可能とする内容となっております。 

近年、地震や豪雨災害は広域化、激甚化、頻発化しており、いつ、どの地域で

被害に遭っても不思議ではありません。本市においても令和元年１０月に発生

した台風第１９号では本市における総降水量が観測史上最大となる記録的な大

雨となり、路面の崩壊や土砂崩れなどのインフラ被害、家屋への浸水被害など

甚大な被害が発生いたしました。 

災害対策及び災害復旧業務が迅速かつ円滑に実施できるよう、必要な資機材

を優先的に提供いただける標記協定の締結は、危機管理対策として非常に有益

なものであると考えられます。 

 

 

２ 締結相手方 

 ・株式会社アクティオ 代表取締役社長  小沼 直人  氏 

 

 

 



 

白石市と株式会社アクティオとの 

「災害時におけるレンタル機材の提供に関する協定」 

締結式 
 

  
                               日 時：令和８年２月９日（月曜日） 

                       午前１１時～ 

                               会 場：白石市防災センター２階 会議室 

 

 

次   第 

 

１．開   会 

 

２．出席者紹介 

 

３．協 定 締 結 

 

４．記 念 撮 影 

 

５．挨   拶  

       白 石 市 長  山 田 裕 一 

 

         株式会社アクティオ 

       代表取締役社長  小 沼 直 人  様 

６．閉  会 



出席者（敬称略） 

株式会社アクティオ 

役   職 氏  名 

代表取締役社長 小沼
こ ぬ ま

 直人
なおひと

 

東北支社支社長 武川
たけかわ

 大介
だいすけ

 

東北支社営業部部長 伊藤
い と う

 祐二
ゆ う じ

 

宮城支店支店長 渡邊
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 昌
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明
あき

 

岩沼営業所所長 大隅
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  弦
げん

 

 

白石市 

役   職 氏  名 

市長 山田
や ま だ

 裕一
ゆういち

 

副市長 村上
むらかみ

 忠則
ただのり

 

副市長 大庭
お お ば

 豪樹
ひ で き

 

総務部長 佐藤
さ と う

 純哉
じゅんや

 

建設部長 馬場
ば ば

 裕之
ひろゆき

 

建設部都市創造課長 高橋
たかはし

 雄一
ゆういち

 

総務部危機管理課長 小野
お の

 輝彦
てるひこ

 

 



担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

20,838,125 60,144 20,898,269

国 民 健 康 保 険 3,724,166 0 3,724,166

介 護 保 険 4,322,704 0 4,322,704

後 期 高 齢 者 医 療 551,184 0 551,184

計 8,598,054 0 8,598,054

29,436,179 60,144 29,496,323

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む

２月補正（その１）の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

5,768

2,376

3,638

2,841

合　　　　　　計

　令和７年度２月補正（その１）一般会計補正予算額は、６，０１４万４千円の増額

で、累計では２０８億９，８２６万９千円となります。

　今回の補正予算は、子育て世帯応援米給付事業、ツキノワグマ対策事業などの経費を

計上しております。

　事業別の詳細は、別紙１～４のとおりです。

ツキノワグマ対策事業（小中学校安全対策）

子育て世帯応援米給付事業

低所得ひとり親世帯生活支援特別給付金事業

ツキノワグマ対策事業（緊急銃猟等対策）

令和７年度２月補正予算その１概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

補正なし



［別紙１］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和７年度２月補正予算その１関係 

 

子育て世帯応援米給付事業 

 

担当：保健福祉部子育て支援課 

 

 国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、エネルギー価格や物価高騰

の影響を受けた未就学児世帯の生活費負担の軽減を図るため、市がブランド化を推進し

ている白石市産ササニシキを、未就学児１人あたり５キロ配布します。 

 

１ 米の配布対象者 

 

  令和８年２月１日時点で白石市に住民登録のある未就学児  

※R7.12.18 現在：７３６人 

 

２ 配布内容 

  ササニシキ５ｋｇ（精米） 

 

３ 配布会場 

おもしろいし市場特設会場（予定） 

 

４ 米の引き換え方法 

（１）２月中旬以降に配布対象者全員に郵送で通知します。 

（２）期限までに応募のあった対象世帯に対して通知書を送付し、配布会では通知書と

引き換えにお米を配布します。 

（３）配布会は３月２０日（金・祝）・２１日（土）・２２日（日）に実施します。 

（４）配布会に来られなかった対象者には３月３０日（月）までおもしろいし市場にて

引換可能とします。 

 

 

［歳入］ 国庫補助金 

           物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金  ５，７６８千円 

 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費  ７目 子育て支援費 

５事業 子育て世帯応援米給付事業 

      

     １０節 需用費               ５，２６１千円 

     １１節 役務費                 １４６千円 

      １２節 委託料                 ３６１千円 

                                              合計 ５，７６８千円 

 

 



［別紙２］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和７年度２月補正予算関係 

 

低所得ひとり親世帯生活支援特別給付金給付事業 

 

担当：保健福祉部子育て支援課 

 

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源とした宮城県の補助事業を

活用し、物価高騰に直面している低所得のひとり親世帯に対して特別給付金を支給し

ます。 

 

○事業概要 

１ 支給対象世帯 

令和８年１月期の児童扶養手当受給世帯 ２１６世帯 

 

２ 支給額 

１世帯あたり１万円 

 

３ 支給方法 

プッシュ型（申請不要）により、児童扶養手当受給口座へ支給 

 

 

［歳入］ 県支出金 

           低所得ひとり親世帯生活費支援事業補助金  ２，３７６千円 

 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費   

１２目 低所得ひとり親世帯生活支援特別給付金給付費 

２事業 低所得ひとり親世帯生活支援特別給付金事業 

 

     １０節 需用費                 １４６千円 

     １１節 役務費                  ７０千円 

     １８節 負担金補助及び交付金        ２，１６０千円 

                                              合計 ２，３７６千円



［別紙３］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和７年度２月補正その１予算関係 

 

ツキノワグマ対策事業（緊急銃猟等対策） 

 

担当：市民経済部農林課 

 

近年、ツキノワグマの人の生活圏への侵入が相次いでおり、人的被害も多く発生し

ています。とりわけ令和７年度は、本市において、１２月末現在の目撃情報は痕跡を

含めて１３９件、捕獲頭数は３１頭と過去最多を更新しています。 

環境省は「緊急銃猟ガイドライン」を公表し、市町村にマニュアルの作成や体制の

整備を求めており、本市においては、人の生活圏に出没した場合に備えて、緊急銃猟

を迅速かつ安全に行うため、令和８年１月「白石市緊急銃猟マニュアル」を作成し、

体制の整備を進めているところで、緊急銃猟等に対応するため、ヘルメットや盾、ク

マ撃退スプレーなどを購入し、安全の確保を図ります。 

なお、本事業の趣旨にご賛同いただいた企業から、企業版ふるさと納税寄附金をい

ただき、これを財源として活用させていただきます。 

 

○事業概要 

【主な購入予定物品】 

緊急銃猟用ゼッケン        ２０枚 

〃  プロテクター       ５組 

〃  ヘルメット        ５個 

〃  盾            ５枚 

クマ撃退スプレー        １１０本 

［歳入］ 寄附金 

           企業版ふるさと納税寄附金          ３，５００千円 

 

［歳出］ ６款 農林水産業費  ２項 林業費  １目 林業総務費 

          ４事業 ツキノワグマ対策事業 

    １０節 需用費                ２，９１０千円 

    １７節 備品購入費                ７２８千円 

     

                                              合計 ３，６３８千円



［別紙４］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和７年度２月補正その１予算関係 

 

ツキノワグマ対策事業（小中学生安全対策） 

 

担当：教育部学校管理課 

 

ツキノワグマは、山間部での目撃のほか市街地に近い場所でも目撃情報が報告さ

れ、児童生徒の登下校時における人身被害のリスクがこれまで以上に高まっていま

す。 

そのような状況に対応するため、児童生徒に貸与するクマよけ用の鈴と教職員用の

警笛を購入し、児童生徒の登下校時及び屋外における学習活動時の安全確保を図りま

す。 

※クマよけ鈴は、音で人の存在を知らせ、クマとの出会い頭の遭遇を防ぐのに有効で、

環境省の「緊急銃猟ガイドライン」において、基本的な対策として推奨されていま

す。 

 

○事業概要 

１ 購入物品・購入予定数 

ク マ よ け 鈴 １，８８０個 

  警笛（電子式）    ４６個 

 

２ 対象者 

ク マ よ け 鈴 ：市内小・中学校の児童生徒 

警笛（電子式）：市内小・中学校の教職員 

 

 

［歳出］ １０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

          ２事業 一般関係的経費（総務） 

     １０節 需用費                ２，８４１千円 

     

                                               合計 ２，８４１千円



担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

20,898,269 187,980 21,086,249

国 民 健 康 保 険 3,724,166 △ 18,841 3,705,325

介 護 保 険 4,322,704 △ 142,314 4,180,390

後 期 高 齢 者 医 療 551,184 20,698 571,882

計 8,598,054 △ 140,457 8,457,597

29,496,323 47,523 29,543,846

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む

企業会計 （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

1,222,099 △ 10,207 1,211,892

2,026,014 4,262 2,030,276

1,408,997 0 1,408,997

２月補正（その２）の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

55,061

令和７年度２月補正予算その２概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

水 道 事 業 会 計

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

会　　計　　名

合　　　　　　計

　令和７年度２月補正（その２）一般会計補正予算額は、１億８，７９８万円の増額
で、累計では２１０億８，６２４万９千円となります。
　今回の補正予算は、地域防災緊急整備事業などの経費を計上しております。
　事業別の詳細は、別紙１のとおりです。

病 院 事 業 会 計

地域防災緊急整備事業

※企業会計は収益的支出及び資本的支出の合計額

下 水 道 事 業 会 計



［別紙１］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和７年度２月補正予算その２関係 

 

地域防災緊急整備事業 

 

担当：総務部危機管理課 

 

災害時における住民の避難生活環境の向上を図るため、国の「地域未来交付金（地

域防災緊急整備型）」を活用し、全指定避難所にラップ式簡易トイレ、トイレ用ワン

タッチテント、赤外線暖房機、スポットクーラー、電源確保のためポータブル電源（ソ

ーラーパネル付き）を配備します。 

このことにより、避難所環境の改善を図るとともに住民の防災意識の向上を図るも

のであります。 

 

○事業概要 

【主な購入予定物品】 

ラップ式簡易トイレ          ３２セット 

トイレ用ワンタッチテント       ３２張 

スポットクーラー           ３６台 

ポータブル電源（ソーラーパネル付き） ３６台 

赤外線暖房機             ３６台 

 

［歳入］ 国庫支出金 

           地域未来交付金（地域防災緊急整備型）  ２７，５３０千円 

 

［歳出］ ９款 消防費  １項 消防費  ５目 防災費 

          ５事業 地域防災緊急整備事業 

    １７節 備品購入費             ５５，０６１千円 

 

                                             合計 ５５，０６１千円 

 



担当：総務部財政課

、

（単位：千円）

　　　　　区　分 令和８年度 令和７年度 現計予算額

会　計　別 当初予算（A） 当初予算（Ｂ） 12月補正（Ｃ） 　（Ａ）－（Ｂ） 　増減率（％） 　（Ａ）－（Ｃ） 　増減率（％）

一般会計 21,066,747 19,217,307 20,784,913 1,849,440 9.6 281,834 1.4

特別会計

国民健康保険 3,628,862 3,686,498 3,724,166 △ 57,636 △ 1.6 △ 95,304 △ 2.6

介護保険 4,051,596 4,048,795 4,322,704 2,801 0.1 △ 271,108 △ 6.3

後期高齢者医療 577,388 521,915 551,184 55,473 10.6 26,204 4.8

特別会計 計 8,257,846 8,257,208 8,598,054 638 0.0 △ 340,208 △ 4.0

合 計 29,324,593 27,474,515 29,382,967 1,850,078 6.7 △ 58,374 △ 0.2

企業会計

水道事業会計 1,412,682 1,222,099 1,222,099 190,583 15.6 190,583 15.6

下水道事業会計 1,836,435 2,008,964 2,026,014 △ 172,529 △ 8.6 △ 189,579 △ 9.4

病院事業会計 1,343,643 1,358,997 1,408,997 △ 15,354 △ 1.1 △ 65,354 △ 4.6

注：企業会計については収益的支出＋資本的支出額の額

令和８年度当初予算の主要事業

一般会計 （単位：千円）

金 額

保育料完全無償化・副食費無償化 【別紙　１】 -

学校給食費の小学校無償化・中学校値上げ補填 【別紙　２】 -

スマートインターチェンジ整備事業 【別紙　３】 1,026,375

道の駅整備事業 【別紙　４】 3,068,322

大学院大学設置支援事業補助金 【別紙　５】 35,000

市役所本庁舎トイレリニューアル工事 【別紙　６】 14,850

病院事業に対する繰出金 【別紙　７】 986,422

いきいき高齢者温泉入浴助成事業 【別紙　８】 2,467

地域おこし協力隊（こけし工人） 【別紙　９】 11,000

公園施設長寿命化対策事業 【別紙１０】 59,200

乳児等通園支援事業 【別紙１１】 110,383

比 較 増 減

　令和８年度一般会計当初予算は、２１０億６，６７４万７千円、前年度当初予算に比べ、１８億４，９４４万

円（９．６％）の増となっております。

 令和８年度は、スマートインターチェンジ周辺整備事業費を計上するほか、保育料・小学校給食費等の完全無

償化、乳児等通園支援事業などに要する経費を計上しております。

　主な事業の詳細は、別紙１から１１のとおりです。

令和８年度　当初予算概要

事業名



［別紙１］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

保育料完全無償化・副食費無償化 

 

担当：教育部こども未来課 

 

現在、国の「幼児教育・保育の無償化」により「３歳から５歳児」及び「住民税

非課税世帯の０歳から２歳児」の保育料は、無料となっています。また、本市では

所得制限のある世帯に対する市独自の取り組みとして「第３子以降保育料等無料化

事業」を実施してきました。 

 令和８年度当初予算では、子育て世帯の更なる経済的負担の軽減を図るため、４

月より保育料を完全無償化するとともに、副食費についても無償化することを予定

していることから、無償化に係る関連事業費を計上しています。 

これらは、白石市の次世代を担う子ども達の未来に対する投資でもあり、本市は

引き続き子ども達と子育て世代を全力で応援していきます。 

 

○事業概要 

１ 保育料の完全無償化 

公立、私立にかかわらず、認可外保育施設を含む保育園・認定こども園の保育料

について、保護者の所得制限なしで第１子から無償とします。 

※認可外保育施設については、利用する児童の保護者に対し、助成金を交付しま

す。 

 

２ 副食費の無償化 

公立、私立にかかわらず、認可外保育施設を含む保育園・認定こども園・幼稚

園の副食費について無償とします。 

 

［歳入］ 国庫支出金 

           子どものための教育・保育給付費負担金  ３２２，６０９千円 

     県支出金 

           子どものための教育・保育給付費負担金  １３４，５１１千円 

 

【私立認可保育園等保育料】 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費  ２目 児童措置費 

          １８事業 私立認可保育園等運営費 

     １８節 施設型給付費           ６７８，３９１千円 

 ※公立園（３～５歳児）については市徴収のため歳入減となります。 



【認可外保育施設保育料】 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費  ２目 児童措置費 

          ２１事業 認可外保育施設運営事業 

     １８節 負担金補助及び交付金 

私立認可外保育園保育料助成金     ２，４６０千円              

               

【私立認可保育園等副食費】※私立３～５歳児分 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費  ２目 児童措置費保育園費 

          １８事業 私立認可保育園等運営費 

     １８節  負担金補助及び交付金 

副食費助成金           １１，５２５千円              

 ※公立園（３～５歳児）については市徴収のため歳入減となります。 

 

【公立幼稚園副食費】※３～５歳児分 

［歳出］ １０款 教育費  ４項 幼稚園費  １目 幼稚園費 

           ２事業 幼稚園管理運営経費 

     １８節 負担金補助及び交付金 

副食費助成金             １，１１８千円 

 

 

 

 



［別紙２］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

小学校の学校給食費の完全無償化・中学校の値上げ補填事業 

 

担当：教育部学校管理課 

 

本市では、物価高騰による子育て世帯の経済的負担を軽減し、更なる子育て支援を

図るため、令和８年度から、公立小学校の給食費を完全無償化します。 

これまで本市では、学校給食費の物価高騰分については、公費で負担し、保護者の

皆様の負担軽減を図ってまいりました。 

今般、令和８年度から、国が定める食材費の基準額、小学生１人当たり月額 5,200

円が国から支援される予定となっています。本市における小学生１人当たりの食材費

は、国の基準額を超えるため、不足する分は、公費で負担することとし、保護者の皆

様に負担を求めることなく完全無償化を実現します。 

また、昨今の物価高騰の影響により、令和８年度からの学校給食費を値上げする必

要はありますが、中学生の給食費の値上げ分は、保護者の皆様に負担を求めることな

く、公費で負担することにより、経済的負担の軽減を図ります。 

今後も栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食を提供し、子どもたちの健やか

な成長を支えてまいります。 

 

○事業概要 

・小中学生の１年間の食材費（令和８年度見込み） １４０，８９１千円 

（内訳） 

小学生 ３７１円（一食当たり）×２２１，９８５食＝ ８２，３５６千円 

中学生 ４５０円（一食当たり）×１３０，０７８食＝ ５８，５３５千円 

 

・対象者数 

  小学生 １，１８８人 

  中学生   ６９５人 

 

・財源（歳入） 

小学校 

 国庫支出金 

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金       １４，４０３千円 

県支出金 

給食費負担軽減交付金                ６７，９５３千円 

 



 中学校 

  国庫支出金 

   物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金     １５，３４９千円 

  諸収入 

学校給食センター給食費実費徴収金             ４３，１８５千円 

 

  



［別紙３］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

スマートインターチェンジ整備事業 

 

担当：建設部スマートインターチェンジ・企業立地推進室 

 

本市が取り組んでおります（仮称）白石中央スマートインターチェンジについては、

東日本高速道路株式会社との協定に基づき整備を進め、令和７年度から本格的に工事

に着手しております。 

当初予算では、スマートインターチェンジ及び仙台南部工業団地内の道路整備に必

要な工事費等を計上しています。 

スマートインターチェンジが整備されることにより、東北縦貫自動車道のさらなる

有効活用が図られ、新たな企業誘致の実現や企業活動の支援が期待できるとともに、

あわせて周辺整備を行い、賑わいと活力あふれる新たな拠点の創設とともに、更なる

観光産業の活性化につなげていくため、関係機関と連携し早期完成を目指していきま

す。 

 

〇事業概要 

１ 実施場所 白石市大平中目地内～斎川地内 

２ 事業概要 スマートインターチェンジ整備の工事 

       仙台南部工業団地内道路整備の工事 

 

［歳入］国庫支出金 

地域連携道路事業費補助金          ３４４，３００千円 

     社会資本整備総合交付金           １９０，９０７千円 

    繰入金 

     都市整備基金繰入金              ５２，０００千円 

    諸収入 

     受託事業収入                  ７，９５９千円 

雑入                        ２５９千円 

地方債                    ４３０，０００千円 

 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費  ６目 ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ整備事業費 

          ２事業 スマートインターチェンジ整備事業 

     １節 報酬                    １,９２３千円 

３節 職員手当等                                １,３０２千円 

     ４節 共済費                                    ７０１千円 



８節 旅費                     ２７２千円 

１０節 需用費                  １，１６６千円 

１１節 役務費                  １，１５０千円 

     １２節 委託料               ２１６，５７６千円 

    １３節 使用料及び賃借料            ４，２１６千円 

    １４節 工事請負費             ７５６，３１３千円 

    １５節 原材料費                １，９６６千円 

    １６節 公有財産購入費             ９，９８４千円 

２１節 補償、補填及び賠償費         ３０，８０６千円 

                                              計 １，０２６，３７５千円 

 

  



［別紙４］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

道の駅整備事業 

 

担当：建設部スマートインターチェンジ・企業立地推進室 

 

令和２年１０月に新規事業化された（仮称）白石中央スマートインターチェンジの

整備効果を最大限発揮するため、令和４年８月に策定した「（仮称）道の駅しろいし

基本計画」に基づき、「道の駅」と「防災公園（スポーツ・レクリエーション施設）」

を一体的に整備し、地域活性化と防災拠点の整備を行うものです。 

 当初予算では、PFI 事業者が行う建設業務に必要な委託料等を計上しております。 

「道の駅」と「防災公園（スポーツ・レクリエーション施設）」が整備されることに

より、同施設を拠点とした観光や歴史・文化の情報発信、特産品の販路拡大、地産地

消をコンセプトとした飲食を提供するなど人々が交流する地域活性化の拠点として

だけではなく、中心市街地とのアクセス向上による連携などにも寄与する中核的な場

の形成を図り、「地方創生・観光を加速する拠点」を目指していきます。 
 

○事業概要 

１ 実施場所  白石市大平中目地内 

２ 事業概要  （仮称）道の駅しろいし及び防災公園（スポーツ・レクリエーショ

ン施設）の設計及び建設 

３ スケジュール（予定） 

  施設整備（設計・建設） 令和６年９月～令和９年３月 

  開業          令和９年７月 

  維持管理・運営     開業日～令和２４年６月（１５年間） 

 

［歳入］ 国庫支出金               １，２３５，８５７千円 

      地域未来交付金              ７４３，４５６千円 

      社会資本整備総合交付金（道路）       ９５，０００千円 

      社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）  ４９，７１４千円 

      防災・安全社会資本整備交付金（防災公園） ３４７，６８７千円 

     繰入金                    

      都市整備基金繰入金            ３３１，０００千円 

     諸収入                    

      道の駅整備事業負担金           １９７，２７６千円 

     地方債                 １，３０３，８００千円 

 

      

 

［歳出］ ８款 土木費  ２項 道路橋梁費 ７目 道の駅整備事業費 

          ２事業 道の駅整備事業 



      ３節 職員手当等               １，０９２千円 

      ７節 報償費                   １４４千円 

      ８節 旅費                    ２０９千円 

     １０節 需用費                 １，６１６千円 

     １１節 役務費                 １，００８千円 

    １２節 委託料             ２，９３５，６５８千円 

    １３節 使用料及び賃借料             １，８３０千円 

    １４節 工事請負費               ９５，２００千円 

    １５節 原材料費                 １，９７１千円 

    １６節 公有財産購入費             １９，８００千円 

    １８節 負担金補助及び交付金              ２０千円 

                                          計 ３，０６８，３２２千円  

 



［別紙５］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

大学院大学設置支援事業補助金 

 

担当：総務部大学院大学設置支援室 

 

旧白川中学校（平成 31 年３月閉校）を活用し設置を予定している大学院大学につ

いては、令和 10 年４月の開学に向けて、準備法人である「一般社団法人 地球共創学

園設立準備会」と連携し、様々な準備を進めているところです。 

準備法人では、令和８年度に校舎の改修工事とともに、地域との連携を図るための

事業を実施する予定としており、円滑な大学院大学の設置を支援し、本市の教育振興

や産業振興につなげていくため、準備法人が行う教育環境確保のための改修工事及び

地域連携事業の実施に係る費用の一部を補助します。 

旧白川中学校は昭和 40 年建築であり、電気設備や給排水衛生設備の経年劣化が進

んでいる可能性が高く、本補助金では、事故防止や衛生確保等の観点から基盤設備を

中心に更新の必要性が高い部分に限定して支援します。 

財源は、大学院大学の整備目的に賛同いただいた企業からの企業版ふるさと納税寄

附金を活用し、財政面においても官民連携での大学院大学の整備を目指します。 

 

○事業概要 

１ 対象団体 

一般社団法人 地球共創学園設立準備会 

２ 対象経費 

①大学院大学の開学に向けた改修工事のうち、学生・教員等の安全な教育環境の確

保を目的として、建物を通常使用するために必要な施設・設備の整備に要する経

費（電気設備、給排水衛生設備の更新に係る費用等）。 

②開学に向けた地域連携の促進を目的として、地域課題解決に向けた地域連携促進

事業に要する経費（各種セミナー開催、共同研究に係る費用等）。 

 

［歳入］ 繰入金 

           企業版ふるさと納税基金繰入金      １９，０００千円 

 

［歳出］ ２款 総務費  １項 総務管理費  ７目 企画費 

        ３０事業 大学院大学設置支援事業 

    １８節 負担金補助及び交付金 

             大学院大学設置支援事業補助金    ３５，０００千円 

 



［別紙６］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

市役所本庁舎トイレリニューアル 

 

担当：総務部財政課 

 

現在、家庭や商業施設の多くのトイレで洋式化が進んでいますが、市役所本庁舎は

現在でも和式トイレが多く、足腰に不安のある高齢の方、和式トイレを使い慣れない

子どもや若い世代をはじめとする方が利用しにくいと感じるケースがあることが課

題となっています。 

このことから、市役所本庁舎に洋式トイレを増やすことで、足腰への負担を軽減す

るなど来庁者の利用環境向上を図り、誰もが安心して利用できる、清潔で使いやすい

トイレ環境の整備を図るとともに、働きやすい職場環境確保の一助につなげます。 

 

○主なリニューアル内容 

１ 和式トイレからウォシュレット付き洋式トイレへの更新 

２ 手洗い場を洗面カウンターに更新 

３ 案内サインの設置 

 

 

 

［歳出］ ２款 総務費  １項 総務管理費  ６目 財産管理費 

     ２事業 一般管理的経費 

    １４節 工事請負費             １４，８５０千円 

 

  



［別紙７］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

病院事業に対する繰出金 

 

担当：保健福祉部健康推進課 

 

公立刈田綜合病院は、令和５年４月から白石市立の病院として指定管理者制度を導

入し管理運営を行っています。指定管理者である医療法人仁誠会のもと病床稼働率、

医業収支の改善が図られているところです。 

令和８年度の当初予算では、一般会計から病院事業会計への繰出金として、総額で

９億８，６４２万２千円を予定しており、前年度当初予算と比べ、４，９４７万円の

減を見込んでおります。 

繰出金の主な使途としては、近年の物価高騰や発達支援外来の実施等での地域貢献

の観点から、指定管理者委託料として年１億円から８千万円増額し、１億８，０００

万円を、また、病院建設時の企業債の令和８年度分の元利償還金として７億５，４４

３万円を見込んでおります。 

 

○事業概要 

 

一般病床                        １９９床 

 

［歳出］（一般会計予算） 

 ４款  衛生費 １項 保健衛生費 １目 保健衛生総務費 

 ２事業 一般管理的経費 

 １８節 負担金補助及び交付金     ５１１，６９５千円 

 

２３節 投資及び出資金        ４７４，７２７千円 

 

病院事業会計への繰出合計   ９８６，４２２千円 

 

 

 

 

 

 

 

 



［別紙８］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

いきいき高齢者温泉入浴助成事業 

担当：保健福祉部長寿課 

 

本事業は、白石市老人福祉センター利用助成事業として令和７年度まで実施した白石温

泉薬師の湯の日帰り入浴利用料の助成事業の後継事業として、令和８年度から対象施設を

増やして実施するものです。 

現行の助成事業と同様に、７０歳以上の市民に対して交付している『ほっときゃっする

パス』を提示することで、日帰り入浴利用料の助成を行います。 

対象施設は市内の温泉入浴施設を予定しており、本市の温泉資源を活用した高齢者の健

康増進を目的として新たにスタートします。 

 

〇事業概要 

１ 事 業 名 いきいき高齢者温泉入浴助成事業 

２ 対 象 者 本市に住民登録がある７０歳以上の高齢者 

３ 助成対象施設 市と契約した市内の日帰り温泉入浴施設 

         ※小原地区３施設、鎌先地区１施設 

４ 助 成 金 額 利用１回あたり２００円 

                  ※ほっときゃっするパスの提示により助成。 

 

［歳入］繰入金 

      長寿社会対策基金繰入金  ２，０００千円 

 

［歳出］３款 民生費 １項 社会福祉費 ４目 長寿福祉費 
５０事業 いきいき高齢者温泉入浴事業 
１１節 役務費         ６７千円 
１２節 委託料            ２，４００千円 

合計 ２，４６７千円 



［別紙９］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

地域おこし協力隊（こけし工人） 

 

担当：市民経済部商工観光課 

 

本市の伝統的工芸品である「弥治郎こけし」は、制作するこけし工人の高齢化が進

んでいることから、新たに後継者を育成するため、国の地域おこし協力隊制度を活用

し、こけし工人を志す人材を任用します。 

隊員には、弥治郎系こけし工人の指導による技術習得を中心に、イベントへの参加

やプロモーション等に取り組んでいただき、最長３年間の修業期間を経て、こけし工

人としての独立を目指していただきます。 

本予算では、隊員の任用と活動支援に係る業務を委託することにより、隊員が柔軟

に活動できる体制を整備します。 

 

 

○事業概要 

１ 業務内容  ①弥治郎こけしの制作技術習得 

        ②コンクールや販売会等のイベント参加 

        ③ＳＮＳやホームページ等を活用したプロモーション 

 

２ 募集人数  ２名（予定） 

 

３ 任用期間（予定）  令和８年４月上旬から令和９年３月３１日 

※最長３年間まで延長 

 

 

 

［歳出］ ７款 商工費  １項 商工費  ２目 商工業振興費 

          ２事業 一般管理的事業 

    １２節 委託料 

             地域おこし協力隊支援業務委託料   １１，０００千円 

                                             合計 １１，０００千円 



［別紙１０］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

公園施設長寿命化対策事業 

 

担当：建設部都市創造課 

 

 本市の都市公園の遊具は設置から２０年以上経過していることから、今後進行す

る公園施設の老朽化に対し中長期的な視点で施設の更新・長寿命化を図ることを目

的として、令和６年度に「白石市公園施設長寿命化計画」を策定いたしました。 

 令和８年度は、同計画に基づき老朽化が著しい益岡公園二の丸ひろば等遊具の更

新工事を行い、子ども達が安全かつ安心して利用できる公園を実現します。 

 

 

○事業概要 

１ 実施場所 

益岡公園ほか３箇所 

 

２ 交付金種別 

  社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金） 

 

 

［歳入］ 国庫支出金 

      防災・安全社会資本整備交付金（都市公園） ２９，５００千円 

     地方債                   ２７，２００千円 

 

［歳出］  ８款 土木費   ４項 都市計画費 ２目 公園費 

           ２事業 公園維持管理経費 

    １２節 委託料                １１，０５０千円 

    １４節 工事請負費              ４８，１５０千円 

     

                                          合計 ５９，２００千円



［別紙１１］ 

令和８年２月議会 記者会見資料 

令和８年度当初予算関係 

 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度） 

 

担当：教育部こども未来課 

 

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の開始に向けた現在の状況は、昨年

１２月の市議会定例会で実施準備経費に関する予算の議決をいただき、実施場所とな

る白石市第二幼稚園の改修などの準備を進めているところです。 

令和８年度当初予算では、４月からの事業開始にあたり、保育士人件費などの関連

事業費と、民間の事業実施施設への給付費を計上しています。 

本事業の実施により、集団生活の機会を通し子どもの成長を促すとともに、保護者

が子育てについて相談できる機会を提供し、子育ての不安を解消できるよう支援して

いきます。 

 

○事業概要 

１ 実施場所 

白石市第二幼稚園 

２ 対象者 

生後６か月～満３歳未満（３歳の誕生日の前々日）までの未就園児 

３ 開所時間 

月曜日～金曜日の８時３０分～１６時３０分 

（土日祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、閉園日を除く） 

４ 利用可能時間 

子ども一人あたり「月１０時間」を上限 

 

［歳入］ 国庫支出金 

           子どものための教育・保育給付費負担金（乳児等通園支援事業） 

８１，５９８千円 

     県支出金 

           子どものための教育・保育給付費負担金（乳児等通園支援事業）         

１３，５９９千円 

     諸収入 

           乳児等通園支援事業利用者負担金      ３，２４０千円 

 

［歳出］ ３款 民生費  ２項 児童福祉費  ２目 児童措置費 

         ２２事業 乳児等通園支援事業 



     ２節 給料                 ５，４５３千円 

３節 職員手当等              ２，３７７千円 

４節 共済費                １，５８５千円 

    １０節 需用費                  １７４千円 

    １１節 役務費                  １１４千円 

    １８節 負担金補助及び交付金       １００，６８０千円 

                                         合計 １１０，３８３千円 

 


